
「戦車を洗車！」

駐
屯
地
と
連
携
し
、
戦
車
を
自
ら
の
手
で
洗

お
い
し
か
っ
た
」「
デ
ザ
ー
ト
ま
で
付
い
て

体
へ
登
る
な
ど
、
一
般
で
は
得
難
い
体
験
に
、

洗
車
体
験
後
は
、
隊
員
が
日
々
利
用
し
て

１
１
月
２
９
日
（
土
）、
陸
上
自
衛
隊
駒
門

当
日
は
２
５
名
が
参
加
。
参
加
者
は
普
段

寧
に
洗
い
上
げ
た
。
重
厚
な
装
甲
に
触
れ
、

ス
の
取
れ
た
献
立
や
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
に
高

域
事
務
所
（
所
長　

奥
山
貴
志
２
陸
尉
）
は
、

は
遠
く
か
ら
し
か
見
る
こ
と
の
な
い
戦
車
を

車
す
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

目
前
に
、
そ
の
大
き
さ
や
迫
力
に
圧
倒
さ
れ

「
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
」「
自
衛
隊
を
よ
り

さ
ら
に
、
処
遇
改
善
の
一
環
と
し
て
、
隊

ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

地
内
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
も
見
学
。
機
能
性
と

型
広
報
を
積
極
的
に
推
進
し
、
地
域
に
開
か

と
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

上鶴間高校で『職業人講話』を実施
学
校
で
実
施
さ
れ
た
『
職
業
人
講
話
』
に
参
加

し
、
延
べ
４
６
名
の
生
徒
が
聴
講
し
た
。

自
衛
隊
を
含
む
２
３
業
種
が
参
加
し
、
各
教
室

自
衛
隊
の
教
室
で
は
、
同
校
を
担
当
す
る
広

月
２
９
日
（
木
）、
神
奈
川
県
立
上
鶴
間
高
等

本
講
話
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
働

機
会
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は

も
と
に
、
自
衛
隊
の
任
務
内
容
や
福
利
厚
生
に

め
る
と
と
も
に
、
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え

は
ど
れ
く
ら
い
も
ら
え
る
の
か
」「
休
日
は
ど

聴
講
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
自
衛
隊
に
入
隊

事
務
所
（
所
長　

栗
野
晃
光
３
陸
佐
）
は
、
１

く
社
会
人
が
講
師
と
な
り
、
１
年
生
を
対
象
に
、

し
た
。

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
小
田
原
地

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
相
模
原
地
域

高
校
卒
業
後
の
進
路
や
就
職
に
つ
い
て
考
え
る

に
分
か
れ
て
講
話
が
行
わ
れ
た
。

員
と
し
て
、
施
設
器
材
の
操
作
に
関
す
る
複
数

動
を
通
じ
て
国
際
貢
献
に
携
わ
っ
た
こ
と
な
ど

に
参
加
し
て
被
災
者
か
ら
数
多
く
の
感
謝
の
言

や
魅
力
に
つ
い
て
具
体
的
に
伝
え
た
。

の
苦
労
、
仕
事
を
通
じ
て
得
た
達
成
感
に
つ
い

自衛隊神奈川地方協力本部

駒門駐屯地で体験型イベントを実施
な
が
ら
、
隊
員
の
説
明
を
受
け
て
車
体
を
丁

小
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
体
験

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

快
適
性
を
備
え
た
生
活
環
境
に
、
参
加
者
か

参
加
者
か
ら
は
驚
き
と
笑
顔
が
広
が
っ
た
。

驚
い
た
」
と
の
声
が
上
が
り
、
栄
養
バ
ラ
ン

れ
た
活
動
を
通
じ
て
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進

身
近
に
感
じ
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
構
造
を
観
察
し
、
実
際
に
車

い
る
食
堂
で
体
験
喫
食
を
実
施
。「
と
て
も

員
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
整
備
さ
れ
た
駐
屯

講
話
で
は
、
広
報
官
が
自
身
の
勤
務
経
験
を

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
質
問
が
寄
せ

て
語
り
、
生
徒
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深

し
て
１
番
き
つ
か
っ
た
こ
と
は
何
か
」「
給
料

報
官
が
講
師
を
務
め
、
計
４
回
の
講
話
を
実
施

の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
や
、
災
害
派
遣
活
動

ま
た
、
自
衛
隊
を
志
し
た
理
由
や
、
入
隊
後

ら
れ
た
。
中
に
は
、「
自
衛
隊
に
入
る
た
め
に

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。
今
後
も
地
域
の
学
校
の

会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
積
極
的
に
協
力
し
、
一
人
で

葉
を
い
た
だ
い
た
経
験
、
さ
ら
に
、Ｐ
Ｋ
Ｏ
活

つ
い
て
説
明
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
の
施
設
科
隊

を
紹
介
し
、
自
衛
官
と
い
う
職
業
の
や
り
が
い

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

は
ど
の
よ
う
な
努
力
が
必
要
か
」
と
、
入
隊
を

衛
隊
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
た
。

視
野
に
入
れ
た
質
問
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
の
自

相
模
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
回
の
講
話
を

通
じ
て
、
自
衛
隊
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
機

も
多
く
の
生
徒
に
自
衛
隊
と
い
う
職
業
へ
の
理


